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「混合性結合組織病（ＭＣＴＤ）」 

はじめに 

混合性結合組織病(ＭＣＴＤ)とは、臨床的にＳＬＥ様、強皮症様、多発性筋

炎様の症状が混在し、かつ血清中に抗ＲＮＰ抗体が高値で検出される病気です。

一般的にはステロイド治療が有効とされていますが、私は松本医院に辿り着き、

真実の理論に基づき治療を行う事で、ステロイドを使わずに完治目前まで検査

データー、症状の改善がみられました。病気を通して真実の医療を知り、心を

見ることの大切さを知る機会でもありました。その過程をここに報告します。 

 

発病までの生活 

 

私は乳児期に軽い湿疹、喘息があり治療したのかは不明ですがその後は特に

アレルギーに悩まされる事も無く生活していました。母は昔、自分の肌にコン

プレックスを抱えおり、娘の私には綺麗な肌でいさせてあげたい、との思いで

食事も比較的添加物の少ない食材を選んでくれました。食事についてはいつも

管理される為少し窮屈な面もありましたが、その御蔭で私はとても綺麗な肌で

いられました。 

 

 平成９年、正看護学校を卒業し親元を離れて看護師寮で初めての一人暮らし

をしました。毎日が忙しくて寮に帰って自炊する気力もなく、コンビニ弁当や

カップラーメンを飽きる事なく毎日の様に食べ、食生活は最悪でした。仕事面

では上下関係がとても厳しく、看護学校の恩師が私の働いている姿を見て「学

生の時とは別人でとても気を使いながら仕事をしているのね」と少し心配そう

でした。  

 

平成 11 年、仕事にもようやく慣れ、生活にもゆとりが出来ました。昔から体

を動かす事が好きで、以前から習いたかったテニススクールに通い始めました。

それだけでは物足りずスポーツジムにも通い始めました。体力だけは人に負け
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ない自信があり、夜勤の前にも、スポーツジムに行き体を鍛えました。真夏の

炎天下の中で日焼けも気にせず練習し、人生の中で一番日焼けをしました。職

場の人から、何を目指しているのか分らないけど少しやり過ぎているよ、と言

われた事もありました。病気とは無縁の体であると思っていました。 

発疹の出現(平成 12 年) 

そのような生活を１年程続けていると、額に突然、にきびのような発疹が出

てきました。日焼けのせいかと思い、直に良くなるだろうと軽く考えていまし

たが、なかなか治りませんでした。皮膚科の医師に診てもらいましたが原因も

はっきりせずとりあえず、抗生剤、ツムラの漢方、ローションが処方されまし

た。しかしあまり効果がありませんでした。別の皮膚科に行けばいいのかと、

何軒か皮膚科に行きましたが、同じ様な薬を出されるだけで、どの医師も何が

原因かを調べる事もなく、また何が原因かも教えてくれませんでした。得体の

知れない原因不明の発疹に鬱状態になりました。人と会うのも苦痛になり、 

テニススクールもスポーツジムも辞めて、仕事以外は寮に引きこもり状態に

なりました。発疹の範囲は額から、顔全体に広がって行きました。しだいに髪

の毛も抜け始めますます恐ろしくなりました。そんな生活が３年程続きました。 

 いつまでもこんな生活はやっていられない、と思い職場で最も話しやすい研

修医の女医さんに相談してみました。とことん調べてみようと、血液一般、ア

レルギー、腫瘍マーカ等を調べました。結果は非特異的 IgE 525 とアレルギー

値が高く出ました。その他は特に問題はありませんでした。ちなみにリンパ球

は 28.3 でした。当時私は、アレルギーの原因が化学物質によるものである。 

とは理解出来ていませんでしたので、発疹はアレルギー値が高いから仕方のな

い事なのかと解釈し、皮膚科をはしごするのを辞めました。すると髪の毛の脱

毛も気にならなくなり、皮膚の症状も少しましになりました。しかしまだ皮膚

のコンプレックスは続き職場ではマスクは外せませんでした。以前程ではあり

ませんが、あまり外に出歩きたくありませんでした。 

 ＭＣＴＤと診断 

そんな生活ぶりをある知人に話すと、食事会の誘いがありました。全く乗り

気ではなかったのですが、その知人の顔を立てる為にしぶしぶ食事会に行きま

した。しかしその時に、ある男性との出会いがありました。私は基本的に、自

分の事は何でも自分で解決しよう、とする性格でしたが、その人に対しては不

思議なくらい、自分の悩みなどが何でも話せました。気持ちがすごく楽になり、

ようやく私にも幸せになる道が開けてきた、と思った矢先、平成 18 年 10 月頃

レイノー症状が出てきました。内科部長の医師に相談し、自己抗体検査をしま
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した。その結果、抗核抗体 640 倍ＳＰＥＣＫＬＥＤ(斑紋型) 抗ＲＮＰ抗体 64 

血清補体価 CH50 39、１C3 83C4 17ＭＣＴＤ(混合性結合組織病)と診断され

ました。そういわれてみれば、最近手指の腫れや、全身の倦怠感、階段の上り

下りがしんどく感じていました。なんてついてない人生なのか、人生太く短く

好きな事を思い切りしてさっさと死ぬに限る、と自暴自棄になっていた時もあ

りました。しかし彼は私を見捨てる事なく病気の事を理解しようと、インター

ネットで検索し、情報を私に教えてくれました。その御蔭で私はこの病気から

逃げ出す事はやめて、絶対に治したいと思うようになりました。そして内科部

長に「先生、この抗核抗体 640 を下げるにはどうしたらいいのですか？」と質

問すると、「君は難しい質問するねー」と頭を抱えていました。「でも補体もあ

まり動いてないし様子観察でいいんじゃない」と言われ特に何も治療しません

でした。しかしこのまま何もせず、様子観察でいいのか？という不安があり、

市民病院でもう一度検査をしてもらいましたが、結果は同じでした。レイノー

症状に対して、オパルモン、ユベラニコチネートが処方され、二ヶ月程内服し

ましたが、全く改善が見られないため中止しました。やはりこの病気を治すこ

とは無理なのかと諦めました。 

当時膠原病とアレルギーが同じ病気だと理解出来ていなかった私は、膠原病は

治す事は無理でもせめて肌だけでも綺麗にして、彼に良くみられたいと思いま

した。しかしその浅はかな考えが、今後の険しい茨の道への第一歩を踏み出す

ことになりました。 

プロトピック使用 

平成 19 年 2 月、昔足のイボを治してもらった皮膚科の医院を思い出し、 

あの先生なら私の皮膚を治してもらえるのではないかと、その医院に行きまし

た。今までの皮膚科は、抗生剤やツムラの漢方等が主に処方されていましたが、

この時初めてプロトピック軟膏と抗アレルギー剤が処方されました。「この薬

(プロトピック）は、ステロイドより、副作用は少ないので安心して使って下さ

い。塗れば塗る程皮膚は良くなるので怖がらすに塗って下さい」と説明を受け

ました。そして抗アレルギー剤を内服し、プロトピックを顔に塗ると一日もた

たないうちに皮膚の赤みは取れ、久しぶりに８年前の綺麗なつるつるの肌に戻

りました。さすが新薬！魔法の薬だと思いました。しかし塗るのを止めると、

元通りの赤みがかった肌に戻りました。この薬はいったい、いつまで塗ったら

いいのだろうと疑問を抱きながらも、塗れば塗るほど皮膚は良くなる、と言う

医師の言葉が頭に残り、私はそれを信じて毎日のように顔に塗っていました。 

 退職 
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平成 19 年 3 月彼の転勤が決まり、長年勤めていた病院を退職しました。 

新しい土地でまた近所の皮膚科に行き、「前の病院でプロトピックを出してもら

っていたので、同じのを下さい」と言うと、すぐに出してくれました。しかし

塗りつづけているうちに、皮膚の色は赤黒くなり、顔色は悪く、太陽に当たる

と皮膚がひりひりしました。そして体がだんだんと鎧をかぶっているかのよう

に、重たくなってきました。道で歩いていても人に追い越され、自転車に乗っ

ていても、上り坂が上りづらくなり、家事をするにも、体がしんどくて寝てい

る日が多くなりました。 

 大学病院名誉教授との出会い 

平成 19 年 12 月、頭部、胸部、上腕部、背部、に発疹が出てきました。 

インターネットで病院を探し、大学病院の名誉教授が総合病院で週二回診察さ

れている、と言う情報を得、平成 20 年 2 月に診察に行きました。プロトピック

軟膏を使用している事を話すと、「この薬は新薬だから、今は副作用が少ないと

されていますが、これから、5 年後、10 年後いろんな副作用が出てくる可能性

があるので、やめたほうがい、それに比べてステロイドは 15 年使っても副作用

はこの程度だから」と 15 年間ステロイドを使用してきた患者の写真を見せても

らいました。赤黒くなった皮膚を見て、とても怖くなりこの程度、と言ってい

る意味がよく分りませんでした。とりあえずプロトピックとステロイド両方処

方してもらいました。 

 ＭＣＴＤ悪化 

平成 20 年 4 月、焼肉を食べた後夜間ものすごく下痢になりました。 

体温 37 度 3 分、抗生剤を内服しましたが、全く改善せず水分補給をしながら様

子を見ていました。下痢は続き微熱から段々と 39 代の高熱になり、熱が上がる

度に家にあった、ロキソニン、バファリンを何度も内服して１週間過ごしまし

た。しかし熱の下がる気配はなく食事、水分も取れなくなり、尿量減少、全身

の体のむくみと関節の痛みもでてきました。しだいに自分で立ち上がる事もで

きなくなりました。カレンダーを見てみると、同じ大きさの字で書かれている

はずの数字が、１段目は普通に見えているのに、２段目の数字が小さく見え、

視覚障害まで出来ました。これはまずいと思い、平成 20 年 4 月 8 日総合病院に

行きました。採血と点滴をしてもらいました。採血の結果、CRP8.70 CPK450 

LDH430 GOT55 Na130 Ｃl94 腸炎を起こしてそれが引き金になり膠原病が

悪化したのではないか、と説明を受けました。膠原病がある為この病院では対

応出来ないとのことで、大学病院を紹介してもらいました。 

 大学病院入院 
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平成 20 年、4 月 9 日 大学病院に入院しました。入院時は、39 度の高熱、全

身の関節痛、全身の浮腫、歩くと息切れがして歩けない為、車椅子で病室まで

行きました。入院後皮膚の生検をし(結果異常なし)持続点滴をしました。 

CRP が 10.31 あり熱に対しては、解熱剤(ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ)を使用しましたが、効果は

なく 38～39 度代の熱が続きました。個室に 3 日間入っていましたが、2 日目ま

では個室のトイレに行くのも息切れがして体に力が入らなく、トイレまでの移

動が大変でした。トイレと検査以外はベッドで横になっていました。入院 3 日

目になるとようやく脱水症状が取れてきて、尿も普通に出るようになりむくみ

も少しとれてきました。高熱は続いていましたが部屋の中を少し歩ける位にな

り、４日目大部屋に移りました。一週間以上プロトピックを顔に塗っていなか

ったため、アトピーのリバウンドで顔はえらい事になっていました。主治医に

軟膏を塗ってもいいのか確認し、またプロトピックを塗りました。しかしその

翌日から咳が止まらなくなり、左肺の下のあたりが咳をするたびに痛み出して

きました。胸部の CT をとってもらうと左下葉のあたりが白くなっており、胸膜

炎かもしれないといわれました。夜間も息苦しさと咳で横になって眠る事が出

来ず、ベッドの頭元を上げて座った状態で寝ていました。咳止めの薬(メジコン)

を 3 日間内服しましたがあまり効果はなく、肝機能の値が、ＧＯＴ121 ＧＰＴ

113 γＧＰＴ113 と上昇してきた為、内服薬は中止になりました。 

その後２～３日同症状が続きましたが、徐々に改善に向かい咳も息苦しさも無

くなってきました。 

 入院7日目ＣＲＰも10.31から3.70になり昼間は高熱も出なくなりましたが、

夜になるとまた高熱が出てきました。来週までに熱が下がらなかったら、ステ

ロイドを使う事も考えています。と医師に言われました。勿論ステロイドの副

作用も知っていたので全く使う気はなかったのですが、最初からいきなり治療

を拒否するのも入院生活が送りづらくなると思い、いざステロイドを使うとい

うときに断ろうと考えていました。しかし研修医も含めて 4 人の医師が私の担

当でしたので、その医師たちが入れ替わり立ち代りステロイドの話をしてきま

した。熱のせいで頭もクリアでなく、一瞬ステロイド使わないといけないのか

な、という気持ちにもなりました。このまま大人しくしていたらステロイドを

入れられてしまう。と察し、ステロイドを使いたくない事を告げました。 

そうすると、患者に医師の治療方針を受け入れさせる。などの看護計画が立っ

てあるのか、受け持ちの看護師がすぐに来て、「ステロイドを使いたくない気持

ちは分るけど、使わないといけない時は使わないとね」といわれました。 

私は研修医の先生にお願いして、採血のたびに採血結果を全てコピーしてもら

っていたので、入院時よりも値が良くなっていることも知っていました。 

そこで受け持ち看護師に「私は今使わないといけない時期ではないと思ってい
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るので使いたくないのです」というとそれ以上にステロイドの話はしてきませ

んでした。しかし私も医療現場から離れて一年たっていたので、ステロイドの

使い方も変わってしまったのか？と不安になり、以前勤めていた病院の看護師

長に連絡し、これまでの経過を話してみました。そうすると「先生達は、あな

たみたいな病気ステロイド使って症例数増やしたいから勧めてくるのでしょう。

でも熱が下がらない事はないし必ず下がるから大丈夫、もっと自分の体を信じ

なさい。あなたは患者さんに対しては、とれも冷静な判断が出来るのに、自分

の事になると本当にダメやね」と笑われてしまいました。その電話のやり取り

を聞かれていたのか分りませんが、その後すぐ顔色を変えた医師が私の所に来

て、「僕たちは患者さんがステロイドを嫌がっているのに無理やり使ったりはし

ませんので」といわれました。その後は一切ステロイドの話は無くなりました。

その数日後、熱も下がり、退院の予定が立ちました。特定疾患の申請をするか

どうかを決める事になりました。主治医より「他の先生達とも話し合ったので

すが、結婚前の女性に特定疾患の申請をして、こういった病名(ＭＣＴＤ)をつ

けるとあなたの経歴に傷がつくし、相手の親御さんにも嫌がられると思うので、

このままステロイドを使わずに経過観察でいくなら、申請しない方がいいので

はないか」と言われました。私は今まで自分の病気のことをいろんな人に話し

ていましたが、世間一般ではこの病気は隠さなければいけない病気なのかと思

い、それ以来私は自分の病気の事はあまり人に話さなくなりました。特定疾患

の申請もしませんでした。 

 入院から 13 日目ようやく退院を迎えられました。胸膜炎と疑われた影もなく

なり、ＣＲＰ０、３０ 血沈６２、８ ＧＯＴ７７ ＧＰＴ９７ γＧＴＰ７

０ 両膝の関節の痛み、手の腫れ、こわばりはまだありましたが、後は外来で

フォローする事になりました。「大変お世話になりました。有難うございます。」

と主治医に告げると、「僕たちは何にも治療していません、あなたが自分の力で

治したのですよ」といわれました。大学病院ではとても良い先生と出会いまし

た。 
入院2年前

H18.11.8 H20.4.9 H20.4.10 H20.4.14 H20.4.16 H20.4.18 H20.4.21
CRP 0～0.3 － 10.31 8.76 3.98 3.07 1.11 0.30
赤血球沈降速1hr値 3～15 － － － 65.7 58.2 － 62.8
抗核抗体 40倍未満 640 5120 － － － － －
抗RNP抗体 10以下 64 151 － － － － －
C3 75～160 83 165 － 153 177 － 148
C4 13～40 17 42 － 34 38 － 29
CPK 45～163 － 846 462 111 91 89 96
GOT 13～33 － 95 － 86 112 76 77
GPT 6～27 － 36 － 71 113 86 97
γGTP 10～47 － 36 － － 113 86 70
WBC（白血球） 35～91 － 50 49 60 59 48 47
RF 20以下 － 57 － － － － －
免疫グロブリンIgG 870～1700 － 2344 － － － － 2390
IgE 170以下 － － 2766 － － － －
リンパ球 18～59 － 24.6 16Ｌ 27.1 29.1 － －

検査項目 正常値
大学病院入院中

H H H H H
H H H

H H
H H

H H H H
H
H H
H H H H H
H H H H H

H H H

H
H H

H
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 大学病院退院後、強皮症の出現 

 

退院後、肝機能が高い為ウルソを内服していました。全身倦怠感、関節痛が

ありましたが、彼の協力を得ながら何とか家事が出来るぐらいの生活をしてい

ました。しかし外出すると歩く速度はかなり遅く、50 メートル位歩いては立ち

止まって息を整え再び歩き出す、という感じでなかなか目的地に着きませんで

した。 

 平成 20 年 8 月、自己抗体検査は入院時測定したのみでその後検査はしていま

せんでしたが、血沈 16.0 CRP、肝機能も正常になり、ウルソも中止となりまし

た。 

アトピーに関してはプロトピックを使用していたので、主治医に、「この薬塗っ

ていると体にすごく吸収されている様な感じがするのですが、大丈夫ですか？」

と質問すると、「体全身に塗っているのならともかく、顔に塗っている位なら大

丈夫」といわれました。しかし軟膏を塗った後の一瞬体が軽くなる様な感覚が

やっぱりおかしいと思いました。これは使った人間にしか分らないとも思いま

したが、塗らなければ外に歩けない程の顔になるので、仕方なく塗り続けるこ

とにしました。 

 指の腫れは以前からありましたが手首の腫れも気になるようになり、まるで

手首にサランラップを巻いたように皮膚がツルツルと光って硬くなってきまし

た。主治医に報告すると、「これが強皮症です」と言われました。生検を勧めら

れましたが、入院中にも生検をしてとても痛かったのと、検査料も高かったの

で断りました。その後、強皮症の範囲が上腕、前胸部にまで広がりました。 

 

H20.5.1 H20.5.12 H20.5.29 H20.8.28 H20.12.4 H21.2.19
CRP 0～0.3 1.11 0.08 0.32 0.05 0.10 0.10
赤血球沈降速1hr値 3～15 45.4 － 31.4 16.0 18.3 24.8
抗核抗体 40倍未満 － － － － － －
抗RNP抗体 10以下 － － － － － －
C3 75～160 136 － 111 89 96 98
C4 13～40 26 － 21 17 19 22
CPK 45～163 244 － 198 199 － －
GOT 13～33 － 37 30 － 28 －
GPT 6～27 － 26 15 － 17 －
γGTP 10～47 － － 27 － － －
WBC（白血球） 35～91 41 44 53 41 58 －
RF 20以下 － － － － － －
免疫グロブリンIgG 870～1700 － － 2541 2550 2415 2157
IgE 170以下 － － － － － －
リンパ球 18～59 － 28.2 － － 29.6 36.1

大学病院退院後
検査項目 正常値

H H
H H H H H

H H H
H

H H H H
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プロトピック中止する 

平成 20 年 11 月、久しぶりに実家に帰り、入院していた事も話していなかっ

たので両親に報告しました。たまたま兄も帰省していたので、私がプロトピッ

ク軟膏を使用している事を話すと、「その薬、インターネットで医者から勧めら

れても、絶対に使ってはいけない薬に入っていたぞ。使うのをやめろ！」とい

われました。やっと目が覚め、プロトピックをすぐに止めてみました。5 日後リ

バウンドで顔が腫れ、外に出られませんでした。尿量も減り全身も少し浮腫み

出し、とても息苦しくなりましたが、必死で我慢しました。その後一週間程し

て徐々に尿も出だし、浮腫みも取れてきました。しかし顔は火傷をしたように

真っ赤でした。 

松本医院を知る！！ 

 母親の職場で働いているアトピーの方がステロイドを使わずに日に日に肌が

良くなっており、母親がその方に松本医院のことを聞き、私に教えてくれまし

た。行く前に必ずインターネットを読むように言われ、ホームページを見てみ

ると、ものすごい量の手記と理論などが載ってあり、とりあえずアトピーの理

論と、MCTD の手記を読んでみました。今まで看護師で働いていましたが、臨床

では聞いたことのない理論でした。しかしこの理論は絶対に真実だと、今まで

の私の体で体験したことを思い出し確信しました。すぐにでも医院に行きたい

と思いましたが、その他の理論や手記を読むのに時間がかり、ホームページを

見てから、２日後に医院に行きました。 

 松本医院受診 

平成 21 年 1 月７日、私は顔に出ているアトピーを隠す為にマスクをして松本

医院に行きました。待合室に入ると私よりもはるかにアトピーのきつい患者さ

んが、マスクをせずに堂々と座っていました。その姿を見て私はこれ位でマス

クをして、顔を隠している自分の心の弱さに、とても情けなくなりました。 

みんな頑張っている私も頑張らないと、と待合室で勇気付けられました。 

看護師さんからの問診と理論の説明があり、サプリメントは止める事と、何を

食べてもいいけど旬のものをバランスよく食べなさいとアドバイスをいただき

ました。その後院長の診察がありました。とても丁寧に沢山の話をしてくれま

した。「MCTD はレイノー位でそれ程困っていないかもしれないけど、アトピーだ

けを治療する事は出来ないから、一緒にするね」といわれ、2 種類の煎じ薬を処

方してもらう事になりました。そして病気の症状以外に、私の生活背景を聞か

れました。精神的な側面でもしっかりケアしてくれるのだな、と思いましたが、
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そのストレートすぎる質問がとても面白くて、診察室で爆笑してしまいました。

何年かぶりに心の底から笑った様な気がしました。なんて正直で素直な人なの

だろう、普通の医者とは違う感性にこの人はただ者ではないと思いました。 

その後、鍼灸をする事になりました。鍼というと昔、鍼が使いまわしされて肝

炎になった。と聞いたことがあり少し心配でしたが、ここの鍼は使い捨ての鍼

を使用していたので、安心でした。初めての体験で最初は、とてもビクビクし

ていましたが、女性の先生が親切に声を掛けてくれるので少しずつ緊張もとれ

てきました。終わってみると鍼の痛みは殆どありませんでした。お灸は一瞬熱

いけど十分我慢が出来る熱さでした。 

 治療開始 

家に帰り、早速漢方を煎じました。膠原病の漢方は甘くて飲みやすいのです

が、アトピーの煎じ薬は最初少し飲みにくい感じがありましたが、すぐに慣れ

ました。もともと便秘気味のため便通が良くなりました。少し下痢気味にもな

りましたが、お腹がスッキリしてむしろ快適でした。（1 ヶ月程のみ続けると下

痢もしなくなりました。） 

アトピーに関しては顔にたっぷりの赤い軟膏を塗りました。こめかみからリン

パ液のような汁が出てきましたが、自分で勝手に軟膏を止めた時ほどリバウン

ドはひどくなくむしろ綺麗になっていきました。 

 一週間後、血液検査の結果が出ていました。プロトピックを使っていた影響

か、大学病院で入院時に測定した値より、抗 RNP 抗体が 151 から 500 以上に、

RF が 57 から 125、に上がっていました。血沈 23 と抗核抗体 5120 倍は同様でし

た。 

平成 21 年 2 月 4 日（治療開始 1ヶ月後）血沈 37、RF130 とリバウンドしました

が、特に症状的にはあまり変化はありませんでした。 

平成 21 年 3 月 4 日（治療開始 2 ヶ月後）抗核抗体 2560 倍 RF78 と値が下がって

きました。鎧をかぶっていた様な体が随分と軽くなりました。2 年間も療養生活

みたいな生活を送っていましたが、ようやくまた看護師として働けるのではな

いかと思い、松本先生に相談しました。「夜勤をしなかったら働いてもいいよ」

「そうや、君ここで働く気ないか？ここの看護婦さんもうすぐ引越しして、も

う通われへんゆうてるから看護婦さん調度探しとったんや、ここは色んな患者

さんの病気が治るのが見れるし、病気は治るんやーと分かったら君自身の免疫

も上がって君の病気も治りやすくなるよ。とてもやりがいのある仕事やと思う

し、考えといて」と言われました。勿論松本先生の、優しい気持ちも十分過ぎ

るほどよく分かりましたが、それ以上に、私はこの医院にたどりつくために、

この病気（MCTD）になり、真実の医療を知っていくという人生を歩んで行くの
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かな、とも思いとても運命的なものを感じました。そう考えると私はこの病気

になってラッキーと思いました。 

そして就職することになり、働くまでにしっかり理論を頭に入れといて、と言

われ、私は半月間で患者さんに理論の説明が出来る位まで理論をマスターする

為に、毎日インターネットで何時間も理論を読み、分からない言葉に関しては

看護学校時代の、教科書を引っ張り出して、自分が理解出来るように、自分の

言葉でノートに全て書いて頭に叩き込みました。免疫学の教科書など卒業して

依頼開いた事などありませんでしたが、臨床とつなげてみてみると案外面白い

ものなのだなと思いました。 

 松本医院に就職 

平成 21 年 3 月下旬に松本医院に看護師として就職しました。漢方を飲みなが

ら仕事をし、昼休憩の時は自分でお灸をしていました。(以前働いていた看護師

さんには仕事の引継ぎもあったので仕事を一緒にやらせてもらった時期があり、

とても親切に色んな事を教えてもらいました。有難うございました) 

治療開始４ヶ月後、診察につきヘルペスの話を聞いていると、頭痛、肩こり、

首こり、耳鳴り、難聴、めまい、立ちくらみ、寝汗、疲れやすい、吐き気、乗

り物酔い、昼間眠たくなる、皮膚がピリピリする、筋肉痛、こむらがえり、肋

間神経痛、腰痛、動悸、などの症状もヘルペスだという事を聞き、私にも当て

はまる症状があったので(肋間神経痛、乗り物酔い、たまに耳鳴り、軽い肩こり、

時々頭痛、)ベルクスロンを一週間内服すると、症状は無くなりました。その後、

乗り物酔いは完全にしなくなりましたが、再び免疫が上がったときに同じよう

な症状があったので、その度にベルクスロンを内服していました。何度かそれ

を繰り返しているうちにあまり症状も出なくなってきました。 

アトピーについては、家にいる時は常に赤い軟膏をたっぷりつけ赤鬼のようで

した。治療を初めて 4 ヶ月間は煎じ薬を飲んでいました。「アトピーが首にすご

く出ていますねー」と患者さんからよく言われましたが、顔がそれ程出ていな

かったので自分では気になりませんでした。症状も落ち着いていたので、アト

ピーの粉薬に変えてもらい 10 ヶ月間内服していました。肌の調子は比較的落ち

着いていましたが、もっと早くアトピーを出したいと思いやはり煎じ薬に変え

てもらいました。煎じ薬に戻し 1 ヶ月位たつと、突然目が腫れ、顔もすぐに腫

れてきました。仕事に行く前に彼から「その顔で仕事にいくの？大丈夫？」と

心配されましたが、職場にいくと、すぐに松本先生が「アトピー出てきたなー」

と喜んでくれました。患者さんにも、「すごい顔になっていますねーでも良い事

なのでしょ」と言われ、アトピーが出て喜んでもらえる職場でよかったなと思

いました。そして 1 ヶ月位は顔が腫れていました。その後も何度かそのような
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事を繰り返しアトピーが顔に出てきましたが、出ても一週間位で落ち着くよう

になりアトピーのでる期間が段々と短くなってきました。アトピーが出た分、

肌が良くなっているのが自分でも分かりました。患者さんにも「看護婦さん最

近肌綺麗になりましたねー」とよく言われるようになりました。 

膠原病(MCTD)については、治療を始めて一年以内は足首、膝、手首が痛くなっ

たり、時には全身の関節が痛くなったりして少し仕事がしづらい日がありまし

た。（5～6回程）その都度、鍼灸の先生にお灸のツボを教えてもらい自分で昼休

憩にお灸をしたりしました。どうしても痛みが取れない時には、お願いして鍼

灸をしてもらうと、症状はすぐに無くなりました。鍼灸の先生の技術のすごさ

に感動し、私も鍼灸師の資格を取ってみたいと思いましたが、入学金の高さに

びっくりして諦めました。 

 検査結果も順調に良くなってきました。下記のグラフ参照。治療開始、9 ヶ月

頃には随分と体も軽くなり、治療前は 50 メートル位歩くと息が切れて歩けなか

ったのが、少しペースは遅いけど休憩せずに歩けるようになりました。随分体

も楽になってきたのでこの辺りから漢方もサボリ気味になってきました。 

しかし漢方を飲まない日でも、症状が悪くなる事はありませんでした。 

強皮症の症状についても治療開始して 1 年位で皮膚の光った感じも無くなり、

皮膚が柔らかくなってきました。 

平成 22 年 3 月 30 日（治療開始 1 年 3 ヶ月）もう少しで完治しそうなのになか

なか治らないのは、やはり漢方をサボリ気味で飲んでいるせいだと思い、また

真面目に指示通り漢方を飲み続けました。その後、検査結果は平成 22 年 10 月 5

日(治療開始 1 年 9 ヶ月）まで順調に良くなっていましたがその後、横這いにな

りました。アトピーも急に出なくなり、少し手もこわばってきたので、漢方を

やめてみたところまたアトピーが顔に出だし手のこわばりも無くなりました。

先生にその事を報告し、しばらく漢方飲まないで様子見ることになりました。 

 心を見ることについて 

私は 4 年前にこの病気(ＭＣＴＤ）を診断されてから、しばらくして仕事をや

めて家でゆっくりしていたので、病気以外のストレスを抱えている感じはあり

ませんでした。むしろアトピーの治療でプロトピックを使い続けそれにプラス

抗アレルギー剤、ステロイドの軟膏、解熱剤を使用した為にＭＣＴＤが悪化し

たように思います。原因がはっきりしており、それを止めて漢方で免疫を刺激

し、アトピーに変え元通りの体に戻していく事で、比較的スムーズに検査の値

は良くなり、症状の改善も見られました。しかし最初に診断された時には、免

疫を抑えるような薬はそれ程使っていなかったので、やはり心で病気を作って

しまったのだと思います。当時私は皮膚の湿疹でかなり悩んでいた時期があり、
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その影響もあったと思いますが、今はそのストレスもなくなり、仕事や、家庭

の事についても特別ストレスになっている事はありません。しかし何故この病

気が後一歩の所で完治しないのか、何かもっと根本的な私の心のあり方が間違

っているのかもしれないと思うようになりました。 

私は今意識の流れで学びをされている患者さんとの出会いがあり、私も自分の

心を見るという勉強をしています。日常生活の中で起こる出来事に対して、 

自分がどう思ったとか、どう感じたかをどんどんノートに書いています。 

その中で気付いた事は、英語、教師を連想させる出来事があると、無性に昔の

ある出来事を思い出しとても不快な気分になっていました。ある年配の患者さ

んが来て、「このあと英会話のレッスンに行くのよ」と言われ、とても頭の良い

方なので、思わず「昔、英語の教師とかされていたのですか」と聞くと「違う

けど私英語好きやから」と言われました。私はまたあの昔の事を思い出し思わ

ずその患者さんに、私が英語嫌いになった中学時代の話をしてしまいました。

「あんたアホなことしたね、ほんとにアホやわ」と言われた瞬間、泣きそうに

なり涙をこらえるのに必死でした。何十年も前の事ですが私は今もその事を引

きずりながら生活していた事が分かりました。そして家に帰りその事について、

当時の事を思い出しながらノートに書いてみました。中学時代の担任の英語の

教師について、今まで自分の心に麻酔を掛けてごまかし、忘れようとしていた

気持ちがどんどんよみがえって、昔の悔しかった気持ちを泣きながらノートに

書きました。今まで抱えていた恨みつらみが心から吹き出るようでした。何十

年もこんな気持ちを心の中に封じ込めていた事が分かり、自分はこれ程までに

苦しんでいたという事が分かりました。更に私は自分のやろうと決めた事に対

しては、とても時間を掛けて病的にやってしまう傾向があります。あの時の挫

折を他の分野で取り戻そうとしてしまい、体にまで負担を掛けていた事にも気

がつきました。しかし結局はその先生をいくら、憎んでも恨んでも一番苦しん

でいたのは私でした。自分で自分を苦しめていたという事に気がつくと、何で

私あの時あんなに頑固な振る舞いをしていたのだろう、本当に素直じゃなかっ

たなと心から思えるようになりました。そうするとあの先生ともう一度会って、

自分のやった事を誤りたいと思えるようになりました。今なら笑って昔の事が

話せるような気がします。自分に対しても何十年も苦しがっていたのに、気付

かない振りしてごめんね、と自分に誤りました。それ以来私は英語、教師と連

想させる出来事が起こっても苦しむ事は無く、むしろその事を気付かせてもら

えた出来事として今では嬉しいくらいです。そして私は日常生活の中でも自分

の頑固で素直でない言動や行動にも気がつくようになり、すぐに反省も出来る

ようになりました。またそれに気づけば気づく程とても楽しい気分になります。

自分が楽しい気分でいると、人の笑っている顔をみても嬉しくなるし、ハイテ

12 



ンションで診察されている松本先生を見ても、今日も先生楽しそうで良かった

なーとか思える様にもなりました。自分の心を見ることが大切だ、という真実

を知りました。 

漢方中止後 

平成 24 年 7 月 24 日 漢方を中止してから１年 2 ヶ月が経ち血液検査をして

みました。結果、抗核抗体が 640 から 320 に、抗ＲＮＰ抗体 51 が 13 まで下が

りました。今残っている症状としては、日によってはまだ少し顔にアトピーが

出ますが、それ程気になりません。ＭＣＴＤについては夏には殆ど症状はあり

ません。たまに無理するとヘルペスの症状(筋肉痛のような痛み)が出ますがす

ぐに治ります。冬になるとたまに手のこわばりがあり、レイノー症状が出ます。

しかし治療前は、手の指先、足の指先、舌の先にもレイノー症状が出ていまし

たが、今は指先だけになりました。強皮症の症状は、手の甲、指については寒

くなると少し色が赤黒くなりますが、手首、上腕、前胸部、は完全に無くなり

ました。関節が痛くて鍼灸をしてもらう事も無くなりました。駅の階段も一挙

に上れるようになり、ゆっくりなら走る事もできます。「そろそろ途中経過の手

記を書いて」と松本先生に言われ手記を書く事になりました。 

おわりに 

私はＭＣＴＤと診断され松本先生と出会い、真実の医療を知ってしまった事

により、最初はとてもショックを受けました。高校を卒業してすぐに医療の世

界で仕事をし、さまざまな場面でステロイドをはじめ、免疫を抑える薬を使用

する所も見てきたし、又自分もそれに関わってきました。そういった治療がマ

ニュアル化され、現代の医療はそれがあたり前の様になっています。患者の病

気を治す手伝いをし、少しでも患者さんが安楽に日常生活を送れるように今ま

で看護師として頑張ってきましたが、実は病気を治しているつもりの医療が逆

に病気を作ってしまっているのだ、という事を知りとても衝撃を受けました。 

松本医院に就職した当初は昔の事を思い出し、あの人もこの人も松本医院に来

ていたら治っていたのになーと何人もの患者さんの事が思い出されました。 

私は今まで誰のために看護師として働いていたのだろう、本当に看護師になっ

て良かったのだろうか？と心が葛藤しました。しかし自分が病気になった事に

より、病気は薬で治すものではなく、自分の免疫と心で治すのだという事が分

かりました。今まで間違った医療を見てきた人間として、真実を知ってしまっ

た以上もう後戻りは出来ません。一人でも多くの人に現代の間違った医療では

なく、真実の医療を伝えていく事がこれからの医療を変えていく事に繋がって

いくと思います。 
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先日20年ぶりに連絡が取れなくなっていた看護学校時代の大親友と町で偶然会

いました。彼女は大病院の看護師ですが、私が松本医院の話をすると、とても

熱心にﾒﾓを取りながら話を聴いてくれました。患者さんの手記も読んでくれま

した。私が、「この話聴いたら普通の病院で働かれへんやろ」というと「ほんま

やなー」と納得してくれました。 多くの人が真実の医療に一日でも早く気付

かれる事を期待しています。 

手記を書くにあたり「頑張って下さい」と励ましてくれた沢山の患者さん有難

うございました。ようやく完成しました。この手記のことで何か分からない事

があれば、また直接聞いてくだい。長文を読んでいただいて有難うございまし

た。 

もしこの手記をコメントしてもらえるなら、私の宝物として一生大切にしま

すのでよろしくお願いします。 
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検査項目 正常値 H21.1.7 H21.2.4 H21.3.4 H21.3.18 H21.4.10 H21.5.17 H21.7.31 H21.10.9 H

CRP 0～0.3 0.05以下 0.05以下 0.05以下 － 0.05以下 0.05以下 0.05以下 0.05以下 0
赤血球沈降速1hr値 3～15 23 37 30 － 20 8 5 9
抗核抗体 40倍未満 5120 5120 2560 － 2560 1280 1280 640
抗RNP抗体 10以下 500以上 500以上 500以上 － 500以上 500以上 395 402

H H H H
H H H H H H H
H H H H H H H 5

抗CCP抗体 4.5未満 4.6 － － － － － － －
IgG 870～1700 － － － － － － － －
RF 20以下 125 130 78 － 32 22 14 16
ZTT 2.0～12.0 19.6 19.7 14.8 15.4 12.4 9.4 11.6 11.3
ALB 60.2～71.4 54.8L 56.3L 58.3L 60.3 59.2L 62.0 63.8 61.5
γG 10.5～20.3 27.4 26.7 24.6 22.5 21.7 19.7 18.9 20.6
肺ｻｰﾌｧｸﾀﾝﾄﾌﾟﾛﾃｲﾝD 110未満 178 － － － － － － 101
RF 20以下 － － － － － － － －
WBC（白血球） 35～91 52 52 40 47 52 47 44 45
リンパ球 18～59 40.4 32.4 29.5 32.6 33.1 38.8 48.1 40.4
総IgE 170以下 2230 － － － － 1112 － －
HSV 2.0未満 － － － 47.5 － 63.6 44.3 43.3
VZV 2.0未満 － － － 49.5 － 45.5 50.2 58.9
TSH 0.54～4.54 － － － － － － 7.06 －

FreeT3 2.1～4.2 － － － － － － 2.8 －

FreeT4 0.97～1.72 － － － － － － 1.21 －

抗ｻｲﾛｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ抗体 28未満 － － － － － － － －

H

H H H H H
H H H H H

H H H H H H
H

H H
H H H H
H H H H

H

 

検査項目 正常値 H22.2.10 H22.4.28 H22.6.29 H22.10.5 H22.11.19 H23.1.21 H23.3.16 H23.4.22 H
CRP 0～0.3 0.05以下 0.05以下 0.05以下 0.05以下 0.05以下 0.05以下 0.05以下 0.05以下 0
赤血球沈降速1hr値 3～15 16 16 16 11 15 13 14 17
抗核抗体 40倍未満 640 640 320 320 640 640 640 640
抗RNP抗体 10以下 349 300 83 61 59 64 61 51
抗CCP抗体 4.5未満 － － － － － － － －
IgG 870～1700 － － － － － － － －
RF 20以下 9 － － － － － － －
ZTT 2.0～12.0 11.4 11.0 8.9 9.8 8.1 10.8 9.6 8.9
ALB 60.2～71.4 61.7 61.0 63.3 63.1 63.0 61.7 62.5 62.2
γG 10.5～20.3 20.5 20.8 20.0 19.6 18.5 19.6 19.1 18.8
肺ｻｰﾌｧｸﾀﾝﾄﾌﾟﾛﾃｲﾝD 110未満 － － － － － － － －
RF 20以下 － － － － － － － －
WBC（白血球） 35～91 36 41 55 42 45 40 54 43
リンパ球 18～59 47.4 38.0 37.3 38.9 34.4 44.0 31.7 29.9
総IgE 170以下 1577 1793 1626 1295 1042 957 860 810
HSV 2.0未満 31.8 41.4 49.4 49.6 34.1 41.8 61.2 52.7
VZV 2.0未満 41.4 48.9 46.8 － － － － －
TSH 0.54～4.54 － － － － － － － －

FreeT3 2.1～4.2 － － － － － － － －

FreeT4 0.97～1.72 － － － － － － － －

抗ｻｲﾛｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ抗体 28未満 － － － － － － － －

H H H H
H H H H H H H H
H H H H H H H H

H H

H H H H H H H H
H H H H H H H H
H H H
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